
 

 

第７５回千葉県公民館研究大会 開催要項 
 

開催テーマ「アフターコロナに求められる 地域コミュニティとは」 

 

１．趣  旨 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

２．主  催  千葉県公民館連絡協議会 

 

３．主  管  第７５ 回千葉県公民館研究大会実行委員会 

 

４．後  援  千葉県市長会、千葉県町村会、千葉県社会教育委員連絡協議会 

木更津市教育委員会、君津市教育委員会、富津市教育委員会 

袖ケ浦市教育委員会、市原市教育委員会、館山市教育委員会 

  鴨川市教育委員会、南房総市教育委員会、鋸南町教育委員会 

※後援申請中 

 

５．期  日  令和６年１月２６日（金） 

 

６．会  場   君津市民文化ホール （中ホール） 

〒２９９－１１７２  千葉県君津市三直６２２番地 

TEL：０４３９－５５－３３０１ 

 

７．参 加 者   公民館職員、公民館運営審議会委員、教育委員、社会教育委員 

生涯学習審議会委員、教育委員会事務局職員、社会教育団体関係者  

社会教育関係施設職員、その他研究大会参加希望者 

 

８．参 加 費  無料 

 

新型コロナウィルス感染症の影響で、世界的に行動制限が求められ、人々の活

動様式が大きく変化しました。オンラインによる交流技術が急速に一般化した一

方、自粛を求められたからこそ人と人のつながりの重要性が再認識されるように

もなりました。そのような中、公民館の担うべき役割にも変化が求められていま

す。 

本大会では、コロナ禍でも工夫をしながら活動を継続した事例を基に、今後の

地域コミュニティのあり方を様々な角度から考察し、これからの公民館活動の可

能性について探ります。 



９．日程 

12：30～13：00 受 付 

13：00～13：20 開会式 

13：30～14：00 

【実践報告】 

① 「オンライン配信によるボランティア活動援」 

報告者：千葉市生涯学習センター 野 哲也 氏 

② 「つくろう そだてよう 心かよう ねがたのキャンパス」 

報告者：袖ケ浦市根形公民館  小倉 康嗣 氏 

14：10～15：10 

【講 演】 

「これからの公民館活動に求められるもの」 

講師：青山学院大学 コミュニティ人間科学部 

伊藤 真木子 教授 

15：15～15：30 閉会式 

 

10．実践報告 

実践報告①「オンライン配信によるボランティア活動支援」 

報告者：千葉市生涯学習センター 野 哲也 氏  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、新しい生活様式にも対応し、コロナ禍にあっても、「ちば生涯学習ボラ

ンティアセンター」に登録されたボランティアの活動を止めることなく支援する手

段として、オンライン技術を活用したオンラインでの開催を実現しました。 

 

 

 

生涯学習センターでは、市民同士が共に学び

合い、学びの輪を広げるための「ちば生涯学習

ボランティアセンター」を運営しています。し

かしコロナ禍を受け、ボランティアをする方々

にとっても、またボランティア活動を依頼する

側にとっても、対面での講座やイベントの開催

は、新型コロナの感染リスクが高く、自粛せざ

るを得ない状況にありました。 

 



実践報告②「つくろう そだてよう 心かよう ねがたのキャンパス」 

報告者：袖ケ浦市根形公民館  小倉 康嗣 氏 

平成26 年に開催した袖ケ浦市成人式後に、 

 根形地区の新成人たちが「自分達が育った根 

 形地区や公民館の活動に協力したい」と申し 

 出がありました。地域の若者たちに地域・公 

 民館活動に参画して欲しいという課題があっ 

 た中で、この申し出をきっかけに、将来、地 

 域を担う仲間となる青少年が集い、交流し、 

 共に成長できる場と機会を設けるとともに、 

 根形公民館を地域のキャンパスとするため、「ねがたオープンキャンパス（愛称：

ねこまろ）」と名付け、事業をスタートしました。 

コロナ禍にあっても、スタッフから修学旅行の代わりになる思い出を提供したい

との要望があり、感染対策を行い対面でのイベント開催を行いました。 

 

11．講演 

 

「これからの公民館活動に求められるもの」 

講師：青山学院大学 コミュニティ人間科学部 伊藤 真木子 教授  

 

2020 年春からの新型コロナウィルスの蔓延状況は、社会教

育・公民館の活動にも大きな影響を及ぼしてきました。ICT 活

用によって広がる新たな活動の可能性と同時に、人と人とが直

接会って交流する場があることの重要性があらためて強く認識

されるようになっているようです。 

これからの公民館に求められることとはどんなことか。これ 

までの公民館を振り返りながら、考えてみたいと思います。 

 

12．参加申込 

 （１）各市町村は、別紙参加申込書「様式１ 第７５回千葉県公民館研究大会参加

申込書（市町村用）」により、１２月１３日（水）までに各単位公連事務局へ

お申し込みください。 

（２）各単位公連事務局は、別紙参加申込書「様式１」及び「様式２ 第７５回千

葉県公民館研究大会参加申込書（単位公連用）」を、１２月２０日（水）ま

でに、以下、送付先にメールにて送付してください。 

 

 



13．会場までのアクセス 

 

（１）車での来場の場合 

館山自動車道・君津ICを降りてすぐの信号を右折後約200m、右手にセブンイレ

ブンのある交差点を左折 

※市町村のバス等でお越しの場合は、「様式１」にその旨ご記入ください。 

（２）公共交通機関での来場の場合 

ＪＲ内房線君津駅で下車後、君津駅南口（改札を出て左側）パチンコ店前より 

乗車～君津市コミュニティバス小糸川循環線（外回り）※12時10分発乗車(2番

乗り場) 

所要時間：君津駅南口→文化ホール前 外回り約14分 

   ＊大会開始・終了時間にあわせて、以下の時間帯で送迎バスの運行が可能で

す。ご希望の方は「様式１」にご記入ください。  

   行き；12時20分発（参考；下り12時09分君津駅着・上り11時46分君津駅着） 

   帰り；15時50分発（参考；下り16時32分君津駅発・上り16時35分君津駅発） 

 

14．問合せ先・送付先 

  第７５回千葉県公民館研究大会実行委員会 事務局 【担当】篠塚・櫻井 

  （安房地区公民館連絡協議会事務局／館山市中央公民館） 

   TEL：０４７０－２３－３１１１  FAX：０４７０－２２－６５６０ 

  mail  kouminkan@city.tateyama.lg.jp（官公庁用）  

     kouminkan@city.tateyama.chiba.jp（一般用） 

 


